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『地域と大学―城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要』投稿規定

１．目的
『地域と大学―城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要（Journal of Josai Community Liai-
son Center）』（以下「紀要」）は、城西大学・城西短期大学地域連携センター（以下「地域連携セン
ター」）ないしは本学の地域活動・地域研究により蓄積された成果を掲載し刊行することにより、地
域連携および地域を舞台とした教育・地域を対象とした研究を促進することを目的とする。

２．発行
（１）紀要は年１回発行する。
（２）紀要の編集は、地域連携センター内に設置する紀要編集委員会（以下「編集委員会」）が取り

扱う。
（３）編集委員会は、編集長１名と編集委員１名以上、および担当事務員１名以上から構成される。
（４）編集長および編集委員は、地域連携センター運営委員の中から選任する。
（５）担当事務員は、地域連携センター事務職員の中から選任する。
（６）発行責任者は、地域連携センター所長とする。

３．投稿・掲載区分
（１）紀要に投稿・掲載する原稿は、ひろく地域に関するテーマで執筆された未刊行のものであり、

以下の①～⑤の区分のものとする。
①論文
②地域調査報告
③地域教育実践報告
④地域活動ノート（１件につきＡ４サイズ横書き日本語で２頁以内）
⑤その他（地域連携報告、地域情報、地域資料、講演録、書評など）

（２）執筆者は、投稿時に希望の区分を提示する。
（３）使用言語は、区分④以外は特に定めない。
（４）字数または枚数制限および横書き・縦書きは、区分④以外は特に定めない。

４．執筆資格
（１）城西大学・城西短期大学の教育職員・事務職員：常勤・非常勤を問わず、上記区分の全てを

執筆・投稿することができる。
（２）城西大学・城西短期大学名誉教授および定年退職者：上記区分の全てを執筆・投稿すること

ができる。
（３）城西大学・城西大学大学院・城西短期大学の在学生：上記区分④を執筆・投稿することがで

きる。なお、城西大学大学院博士後期課程在学者は、上記区分③以外の全てを執筆・投稿す
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196



ることができる。
※その他、卒業生や学外者等であっても、上記の資格者との共著であれば当該区分を執筆・投稿する
ことができる。また、編集委員会が特に認めた者は、単著で執筆・投稿することができる。

５．執筆要領
（１）使用言語および分量は、投稿区分④以外は特に定めない。
（２）文章は原則として黒字だが、特に必要な場合は図・表・写真などにカラーを使うこともでき

る。
（３）申込後、掲載可となった場合は、別に定める区分ごとの「執筆要領・フォーマット」に基づ

いて掲載用原稿を執筆する。
（４）原稿に記載できる共著者の範囲は、「城西大学・城西短期大学研究倫理規定」第１５条（オーサ

ーシップ）の定めるところによる（https://www.josai.ac.jp/media/7-4-1_kenkyu_rinnri_kitei
_replace.pdf）。

６．執筆・掲載の採否
執筆および掲載の採否については、編集委員会が決定する。

７．発行形態および公開
（１）紀要は、電子ファイル（オンライン版）および冊子にて発行する。
（２）電子ファイルは、地域連携センターホームページおよび城西大学機関リポジトリ（JURA）

からインターネット上に公開する。

８．著作権
（１）掲載された著作物の著作権は、著作者が保持する。
（２）掲載された著作物の著作者は、当該著作物に関する複製および公衆送信を編集委員会に対し

て許諾したものとみなす。編集委員会が複製及び公衆送信を第３者に委託した場合も同様と
する。

９．投稿料・原稿料等
（１）投稿者から投稿料は徴収しない。
（２）執筆者に対して、原稿料は支払わない。
（３）執筆者には掲載冊子を１部進呈する。

２０２５年５月
城西大学・城西短期大学地域連携センター運営委員会
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２０２５年度 城西大学・城西短期大学における地域活動の情報公開

城西大学・城西短期大学の地域活動は、下記URLもしくは
二次元バーコードよりご覧いただけます。
https://www.josai.ac.jp/lifelong/cooperation/katudouhoukoku/

編 集 後 記

城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要を最後までお読みくださり感謝申し上げます。城
西大学は、今年度創立６０周年を迎えました。創立記念日の２０２５年４月２０日には式典を挙行しました。
大々的なイベントものではありませんでしたが、城西大学に関係のある企業・学校・地域のみなさま、
学生を支えてくださる父母後援会役員、OB OGである同窓会役員、教職員OB OGをお招きしました。
創学前からの貴重な資料や、藤野学長が描かれた橋の絵を式典会場の近くに展示しました。本学創
立当初は、坂戸市はまだ坂戸町であったことはぜひ特別寄稿をご高覧ください。さて、この紀要も第
６号を発行する運びとなりました。創刊号を発行した時はまだ地域連携センター事務室はなく、知識
０の状態で庭田編集長に教えていただきながら紀要の作業を進めたことを思い出します。こうして、
周りに大変助けて頂きながら発行した冊子は、ネット発注ミスで本文の紙が厚い個性的な仕上がりに。
年々投稿数も増え、創刊時１２件だった投稿数も今や１８件となり立派な紀要に成長しました。
おおくの分野を網羅する、総合大学・城西大学らしい文系理系さまざまな観点から投稿された紀要、
めを通していただき、地元坂戸市をはじめとしたさまざまな地域で、さまざまな観点のアプローチ
で活動する本学を垣間見ていただけましたら大変うれしいです。
ところで、地域連携センター事務室当初の裏話を少し紹介します。当事務室は２０２１年度に新たに
うまれた部署です。地域連携センターはもともと地域教育医療福祉センターという名称で２０１５年度
あらたに生まれ、２０１７年度に地域連携センターに名称変更した組織です。運営委員は各学部・学科よ
り１名ずつ選出され構成されています。事務局は当初、総務課と生涯教育センターで担っていました
が、事務室が設置されるにあたりまず場所づくりから始まりました。部屋のレイアウトと必要な家具
と事務用品をそろえる必要がありました。しかも新年度から何人で業務をするか誰がいるか、けんと
うもつかない状況でした。徐々にメンバーが明らかになり、そのうちの１人が紀尾井町での勤務から
城西大学坂戸キャンパスへ、しかも現部署が閉室になる為幾つかの事務用品を携えてきてくれました。
西端にある部屋は前身部署から引き継いだ書棚と用品を活用しほぼ０円で完成。半年を過ぎた頃この
短期間でさらに１名がメンバーに加わりました。彼女は部門ごと異動してきてくれました。お互い時
期的に多忙なタイミングでしたが心強かったのを覚えています。おかげでテプラが３台あります。
大学は、地域とともに協創することが今後の大きなキーワードになります。教員による知の還元、
学生の生きた学びの場として、城西大学はこれからも地域を愛し愛される大学になれればと考えます。

２０２６年３月 地域連携センター事務長補佐 渡辺沙織

城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要第６号編集委員会
編集長 庭田文近（地域連携センター副所長・現代政策学部教授）

髙尾浩一（地域連携センター所長・薬学部教授）
奈良博恵（地域連携センター事務長）
渡辺沙織・植木さやか（地域連携センター事務員）

※このページにもうひとつのメッセージが隠れています。探してみてください。
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